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項目 R5実績 R6実績 R7実績 R8目標 R8結果

1 市民
児童・乳幼児と保護者の来
館者数の増加

１日平均来館者（単
位：人）

55 62 59 55

2 市民
申込制イベントの参加率の増
加

申込制イベントにおいて、
参加率が50％以上のイベ
ントの割合（単位：％）

91 73 78 80
R5、R6は参加率70％以上、R7
は参加率50％以上のイベントの
割合

3 市民 来館者の満足度
アンケートによる児童セ
ンター「とても満足」の満
足度割合（単位：％）

82 81 90 80

4 業務
利用促進のための広報の充
実

近隣小学校・関係施設
へのPR回数（単位：回）

10 10 2 12
R５～R７は子育て支援講座、
新1年生保護者説明会等への
職員の訪問回数

5 業務
災害及び、事件・事故発生
時の対応強化による安全安
心の確保

避難訓練の実施回数（単
位：回）

2 3 2 2 0

6 業務 学生ボランティアの確保
学生ボランティアの年間
人数（単位：人）

48 48 45 30

7 人材
地域組織活動グループとの連
携

連携事業参加平均人
数（単位：人）

13 13 14 13

8 人材 職員の自己改革や意識改革
職員の研修会参加数
（単位：回）

17 16 16 12
研修会への積極的な参加
児童センター内研修

　来館者の安全に十分配慮して運営するとともに、職員自らの資質・指導力向上に努め、より安心
して遊ばせられる居場所づくりを目指します。また、地域組織活動グループや小学校、他施設と連携
し、事業の充実に努めます。また、日々の施設遊具の点検や遊びの見守り、声掛けを適切に行い、
健全な遊びの場を子どもたちに提供します。
　 「楽しかった、また来たい。」と思ってもらえるよう、日々、利用者の状況に応じた言葉かけや場づくり
の見直しを行い、よりよい関係づくりができるように心のこもった丁寧な対応をします。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

連携・強化のための打合わせ・
会議の設定

防災・不審者対応避難訓練

大学・専門学校の学生ボラン
ティア担当窓口へ働きかけ

児童センターガイド（便り）を近
隣小学校、関係施設に配布

児童センターガイド（便り）作
成・配布、市報掲載、来館者へ
の積極的な声掛け

来館者アンケート実施

子育て支援事業など各種イベ
ントの充実
日々、月々、年間の統計活用

　児童センターは児童に健全な遊びを与え、児童の健康及び体力の増進を図り、情操を豊
かにすることにより、児童の健全育成に資することを目的とする施設である。

当初予算（千円）
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主な事業等
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新潟市児童センター 中央区健康福祉課
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